
科目名称 看護概論Ⅲ（医療安全と看護） 
学年学期 単位数 時間数 

２学年前期  15 

担当教員 香川 暁美 
授業に関わる 

実務経験 

■ 有 （ 看護師   ） 

☐ 無 

 

【1】 授業概要 

  看護・医療事故防止に関する基礎となる知識、技術を習得する。 

 

【2】 学習目標 

  1．医療チームの一員として対策とルールを遵守する必要性を述べられる。 

  2．事例をもとに自己を分析し、発生要因と防止対策を述べられる。 

  3．医療事故後の対応について説明できる。 

  4．看護学生として、事故の危険を予測し回避する方法を考えられる。 

 

【3】 ディプロマポリシーとの関連性 

  Ⅰ．人に関心を持ち多様な人間を理解する力 

☐ 1．人間を生活者として捉えることができる。 

☐ 2．人間の生命、尊厳及び権利を尊重し、多様な価値観をもつ人間を理解することができる。 

 Ⅱ．看護を実践する力 

☐ １．対象の健康状態の変化に気づくことができる。  

☐ ２．安全に科学的根拠に基づいた看護援助を実践できる。 

■ ３．様々な場で生活する人々を支援するための援助を考えることができる。 

 Ⅲ．人間関係を構築する力 

■ １．対象とより良い人間関係を築くことができる。  

■ ２．多職種と連携・協働するための人間関係を築くことができる。 

 Ⅳ．主体的に学び続ける力 

 ■ １．自己の資質向上のために学び続ける必要性を理解できる。 

☐ ２．自己の看護観をもちキャリアデザインを描くことができる。  

 

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 事故発生のメカニズムとその対策 講義 

2 医療事故後の対応 講義  

3 事故分析① 

演習 
4 事故分析② 

5 事故分析③ 

6 事故分析④ 

7 まとめ 演習 

8 試験  

 

【5】 評価方法 

レポート形式の試験（80％）、レポート・成果物（20％）により総合的に判断する。 

 

【6】 教科書 

  中村惠子 他著 「看護学入門７ 基礎看護Ⅲ」 第 3版 メヂカルフレンド社 2022年 

 

【7】 参考書 

    

 

【8】 受講生へのメッセージ  

  

 

准看護師科 


